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痔核と肛門内圧 

 

肛門疾患領域は、良性疾患であるがためにエビデンスの蓄積が進んでいない。

肛門疾患は良性疾患であるためこれまで研究されていなかった事が原因と考え

られるが、排便への影響から生活の質に直結する疾患であるため重要な課題で

ある。今後、肛門内圧と肛門疾患について研究する予定であり、特に肛門内圧と

関連が報告されている肛門疾患は痔核であるため痔核と肛門内圧検査（肛門管

静止圧及び ultra slow waves）について紹介する。 
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